
所
得
の
向
上
に
よ
り
若
い
人
た
ち

も
住
み
続
け
ら
れ
る
集
落
を
目
指

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
特
産
物

を
活
か
し
て
地
域
が
盛
り
上
が
り
、

収
入
も
得
ら
れ
て
人
口
増
加
に
繋

げ
ら
れ
れ
ば
限
界
集
落
か
ら
の
脱

却
成
功
で
す
。

　

一
霞
集
落
の
例
は
鶴
岡
市
全
域

の
集
落
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
貴
重
な
体
験
談
を
伺
う

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
刺
激

と
な
っ
た
研
修
で
し
た
。

　

（
農
業
委
員　

小
南
美
弥
子
）

　

東
部
農
地
部
会
（
藤
島
、
羽
黒
、

櫛
引
、
朝
日
地
域
の
委
員
17
人
）

の
移
動
部
会
は
、
６
月
９
日
に
藤

島
地
域
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
視
察
し
た
の
は
、山
形
県

庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
。

　

「
大
区
画
ほ
場
に
お
け
る
鉄
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
栽
培
の
実
証
実

験
」
に
つ
い
て
、
実
際
に
鶴
岡
市

内
で
行
わ
れ
て
い
る
、
鉄
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
種
子
を
大
区
画

ほ
場
に
直
播
き
し
た
様
子
を
ス
ラ

イ
ド
等
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
省
力
化
の
程
度
や
反

収
の
見
込
み
な
ど
、
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
山
形
県
水
田
農
業

試
験
場
に
て
、
平
成
30
年
に
デ
ビ

ュ
ー
予
定
の
、
米
の
新
品
種
『
雪

若
丸
（
山
形
1
1
2
号
）』
に
つ

い
て
研
修
。

　

「
つ
や
姫
」
の
生
ま
れ
故
郷
で

あ
る
藤
島
の
こ
の
地
で
新
品
種
の

「
雪
若
丸
」
の
実
証
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
特
性
は
耐
倒
伏
で

直
播
適
正
や
い
も
ち
病
、
耐
冷
、

耐
高
温
に
も
優
れ
て
い
る
ほ
か
、

食
味
で
は
白
く
光
沢
が
あ
り
食
味

に
優
れ
、
し
っ
か
り
と
し
た
粒
感

と
粘
り
が
あ
る
食
感
、
高
温
登
熟

下
で
の
味
度
の
低
下
が
少
な
い
な

ど
優
秀
な
米
で
あ
る
こ
と
の
説
明

が
あ
り
、
実
証
ほ
場
の
見
学
も
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の「
雪
若
丸
」が「
つ
や
姫
」

と
と
も
に
本
県
の
二
大
ブ
ラ
ン
ド

と
な
る
こ
と
に
期
待
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

（
農
業
委
員　

伊
藤
由
紀
子
）

　

西
部
農
地
部
会
（
鶴
岡
、
温
海

地
域
の
委
員
15
人
）
の
移
動
部
会

は
、
７
月
７
日
に
温
海
地
域
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

部
会
で
の
審
議
等
の
終
了
後
に

「
農
事
組
合
法
人
か
す
み
」
の
理

事
で
あ
る
五
十
嵐
勇
一
氏
を
お
招

き
し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

「
農
事
組
合
法
人
か
す
み
」
は

市
内
の
一
霞
集
落
（
温
海
地
域
）

に
平
成
28
年
１
月
に
設
立
さ
れ
た

法
人
で
す
が
、
研
修
会
や
集
落
内

で
の
説
明
会
な
ど
で
集
落
内
の
合

意
を
進
め
る
た
め
、
平
成
26
年
２

月
か
ら
約
２
年
の
月
日
を
要
し
て

設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
そ
う
で
す
。

　

法
人
化
に
至
っ
た
一
番
の
理
由

は
、「
限
界
集
落
に
は
な
り
た
く

な
い
。」
と
の
思
い
が
集
落
内
の

共
通
意
識
に
あ
り
、
集
落
が
一
つ

に
な
り
同
じ
方
向
を
向
く
た
め
に

は
何
が
で
き
る
か
を
皆
で
考
え
た

末
の
結
果
で
し
た
。

　

一
霞
に
は
特
産
で
あ
る
「
温
海

か
ぶ
」
と
山
菜
や
き
れ
い
な
水
な

ど
豊
か
な
山
の
資
源
が
あ
る
こ
と

に
目
を
付
け
た
の
で
す
。
山
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
活
か
し
、
赤
か
ぶ
、

山
菜
の
収
穫
を
増
や
す
と
と
も
に

農
地
の
集
約
化
と
省
力
化
を
進
め
、

（５） 農委広報　もっしぇのー

　鶴岡市農業委員会では、管轄する農地が広範囲であるため、旧東田川郡を管轄する東部
農地部会と、旧鶴岡市・旧西田川郡を管轄する西部農地部会を設置しており、それぞれ農
地法及びその他の法令に基づく権利移動などについて審議を行っています。
　移動部会は、広域に渡る鶴岡市の地域特性・魅力・先進事例を学ぶため、委員が各地域
を訪問し、意見交換や情報の共有を行う活動です。

地域の特色を生かした農業等の取り組みを学ぶ地域の特色を生かした農業等の取り組みを学ぶ
～ 農地部会 移動部会を開催 ～

〜
直
播
栽
培
研
修
と

　
「
雪
若
丸
」ほ
場
を
視
察
〜

東
部
農
地
部
会

東
部
農
地
部
会

〜
地
元
農
業
法
人
の
講
演
会
〜

西
部
農
地
部
会

西
部
農
地
部
会


